


来
て
す
ぐ
に

妊
娠
判
明 

！
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民
家
と
舗
装
道
路
以
外
に
人
工
物
の
な
い
山

あ
い
の
集
落
、
吉
川
区
大
賀
。
広
い
上
越
市
の
中

で
こ
の
地
を
選
ん
だ
理
由
に
つ
い
て
谷た

に

内う
ち

さ
ん
ご

夫
妻
は
「
米
づ
く
り
の
師
匠
・
中
村
昭
一
さ
ん
が

い
ら
し
た
か
ら
。
師
匠
は
私
た
ち
の
上
越
の
父
」

と
口
を
揃
え
ま
す
。

　
幹み

き
の
り典

さ
ん
（
千
葉
県
出
身
／
45
歳
）
の
「
酒
づ
く

り
が
し
た
い
」
と
い
う
夢
の
た
め
、
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
の
パ
タ
ン
ナ
ー
で
妻
の
美み

な
こ

名
子
さ
ん
（
岡
山
県
出

身
／
42
歳
）は「
私
は
今
ま
で
好
き
な
こ
と
を
や
っ

て
こ
れ
た
。
次
は
夫
の
番
。
一
緒
に
米
づ
く
り
を

し
て
、他
の
こ
と
は
住
み
な
が
ら
考
え
よ
う
」
と
、

移
住
前
、
自
分
の
仕
事
を
諦
め
る
決
意
を
し
た

と
言
い
ま
す
。

　
「
で
も
、
師
匠
や
集
落
の
皆
さ
ん
が
『
農
業
と

は
別
に
、
現
金
収
入
は
絶
対
に
確
保
し
な
さ
い
。

せ
っ
か
く
手
に
職
が
あ
る
な
ら
、
続
け
た
方
が

良
い
』『
忙
し
い
時
は
応
援
す
る
か
ら
、
大
丈
夫
。

諦
め
る
こ
と
は
な
い
』
と
背
中
を
押
し
て
く
だ

さ
っ
た
ん
で
す
」

　
以
前
は
都
内
の
企
業
で
総
務
の
仕
事
を
し
て

い
た
幹
典
さ
ん
は
、
今
「
よ
し
か
わ
杜と

う

氏じ

の
郷
」

で
蔵
人
と
し
て
働
き
、
夢
だ
っ
た
日
本
酒
づ
く

り
を
「
美
味
い
酒
を
つ
く
る
」
と
現
実
の
目
標
へ

と
変
え
て
、
日
々
邁
進
し
て
い
ま
す
。

　
「
や
る
こ
と
が
多
す
ぎ
て
追
い
つ
い
て
い
な
い

の
が
悩
み
で
す
が
（
苦
笑
）、
生
活
に
も
仕
事
に

も
変
化
が
あ
っ
て
、
毎
日
が
楽
し
い
で
す
。
師
匠

や
地
域
・
職
場
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
誰
よ
り
妻
に
、

支
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」

　
蔵
人
の
仕
事
と
併
せ
て
、
昨
夏
か
ら
「
新
潟

清
酒
学
校
」
に
通
学
。
米
づ
く
り
も
師
匠
の
教

え
を
受
け
な
が
ら
、
農
園
「
む
す
ひ
」
と
し
て

昨
秋
で
３
回
目
の
収
穫
を
迎
え
ま
し
た
。
酒
づ

く
り
に
米
づ
く
り
、
そ
し
て
育
児
と
、
フ
ル
回
転

の
毎
日
で
す
。

　
移
住
直
後
に
妊
娠
が
分
か
り
、
家
の
新
築
＆

引
っ
越
し
、
出
産
、
育
児
、
米
づ
く
り
開
始
と
、

人
生
が
大
転
換
し
た
こ
の
数
年
間
。
そ
れ
ら
と

並
行
し
て
、
自
宅
で
パ
タ
ン
ナ
ー
業
「linea

」

を
営
む
美
名
子
さ
ん
は
「
市
の
子
育
て
支
援
制

度
に
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
仕
事
を
再

開
し
て
か
ら
娘
が
入
園
す
る
ま
で
の
間
は
本
当

に
助
か
り
ま
し
た
。
上
越
は
自
然
の
豊
か
さ
も

行
政
面
も
、
子
育
て
に
は
と
て
も
良
い
環
境
だ

と
思
い
ま
す
」
と
語
り
ま
す
。

　
山
あ
い
の
大
自
然
の
中
、
上
越
で
生
ま
れ
た

櫻
子
ち
ゃ
ん
（
３
歳
）
は
大
賀
の
天
使
の
よ
う
に

集
落
の
皆
さ
ん
か
ら
愛
さ
れ
、
す
く
す
く
と
朗

ら
か
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

頻繁に上越（吉川）を訪れるようになる市営住宅に住みながら大賀の自宅新築準備〜着工

 

業
、 

子
育
て
、

 

の
す
べ
て
を
楽
し
め
る

櫻
子
ち
ゃ
ん
誕
生

新
居
完
成
！

大
賀
へ
引
っ
越
し

櫻
子
ち
ゃ
ん
保
育
園
入
園

田
植
え（
3
年
目
）

農
園「
む
す
ひ
」

初
田
植
え

初
稲
刈
り

稲
刈
り

幹
典
さ
ん「
新
潟
清
酒
学
校
」入
学

平成
29年

平成
26年

平成
27年

平成
25年

平成
24年

移
住
し
て
酒
づ
く
り

し
た
い
な

一
足
先
に
引
っ
越
し

一
人
前
に
な
る
ぞ 

！

作
付
け
を
2
枚
に

増
や
し
ま
し
た

師
匠
の
紹
介
で
大
賀
の
皆
さ
ん
と
交
流

満
員
電
車
が
嫌
で
、

毎
日
往
復
50
㎞
の

自
転
車
通
勤
…

（幹）

お
話
を
う
か
が
っ
た
人

谷
内 

幹
典
さ
ん
・
美
名
子
さ
ん 

ご
夫
妻

旅
行
、
登
山
、
音
楽
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
、

共
通
の
趣
味
か
ら
親
し
く
な
り
平
成
20
年

に
結
婚
。
平
成
25
年
の
初
夏
、
東
京
都
杉

並
区
か
ら
上
越
市
吉
川
区
へ
移
住
。
翌
年

に
娘
が
誕
生
し
、
３
人
で
農
あ
る
暮
ら
し

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

上
越
市
初
訪
問

吉
川
で
酒
づ
く
り
体
験

幹
典
さ
ん「
よ
し
か
わ
杜
氏
の
郷
」面
接

幹
典
さ
ん

「
よ
し
か
わ
杜
氏
の
郷
」で
の

勤
務
ス
タ
ー
ト

幹
典
さ
ん
引
っ
越
し

美
名
子
さ
ん
引
っ
越
し

パ
タ
ン
ナ
ー
の
仕
事
を
再
開

「
よ
し
か
わ
杜
氏
の
郷
」

酒
ま
つ
り
の
手
伝
い

大
賀
集
落
初
訪
問

「
師
匠
」と
の
出
会
い

大
賀
集
落
で
稲
刈
り
体
験

大賀のみんなが
だいすき！
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06

05

0203
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01 待望の稲刈り。丁寧に稲
は

架
さ

掛けをしながら、笑顔がこぼれる ／ 02「移住前はこの仕事は続けら
れないと思い込んでいました。でも実際は東京出張を挟みながら、E メール・web 会議・電話の組
み合わせと郵送で仕事ができています。都内まで３時間も掛からないんですよ」／ 03 越後よしかわ酒
まつり。好きなお酒を介して、お客様との会話も自然と笑顔に ／ 04 麹の切り返し作業。移住前の夢
だった酒づくりが、今は幹典さんのなりわいに ／ 05 師匠・中村昭一さんと ／ 06 日本海まで見渡せる
自宅近くの散歩道 ／ 07 販売する米には、感謝の気持ちと“かきのもと”や自家製梅干し等を添えて

す
ご
く
楽
し
か
っ
た
！

（
人
生
が
変
わ
る
予
感
…
？
）

（美）
秋
の
実
り
に
は

毎
年
感
動
し
ま
す 

！

大
賀
の
収
穫
祭
に
参
加

O
K
！

酒
づ
く
り
面
白
い
！

谷内さんが利用した子育て支援制度
就学前の子どもの一時預かり
家庭や仕事の事情、リフレッシュをしたいときなど一時的に子どもを預ける
ことができます。市立認可保育園の利用料金は、３歳以上児は 500 円〜、
３歳未満児は 700 円〜。利用申請が必要です。「利用できないときがほと
んどなかったので、納期前などの忙しい時は本当に助かりました（美名子）」
この他、24 時間子どもを預かる一時預かり専門の施設もあります。

01

移
住
者
は

ロ
ー
ン
を
組
む
の
が

大
変
で
し
た

CASE 01

移
住
に
向
け
て
、
協
力
し
て
く
れ
る
方
た
ち

と
出
会
う

▶

リ
ネ
ア

芸
術
に
囲
ま
れ
な
が
ら

ら
れ
て
、
本
当
に
幸
せ
」

 

仕
事
、農

 
暮
ら
し

「 

日
々
変
わ
る
自
然
の

　
好
き
な
仕
事
を
続
け



谷内さんご夫妻（CASE 01）の声
「道路は市の除雪がしっかりしているので、雪かきが必要な
のは家の周りだけ。僕が出張で不在にする時は、地域の皆さ
んに助けていただいています（幹典）」「私は雪かきが大好きで、
娘と遊びながら冬のエクササイズにしています。ただ、雪国の
冬支度はお金が掛かります。特に移住最初の年！（美名子）」

実は、上越市は雪国としてはかなり温暖なエリア。真冬でも平
均気温は２℃台、最低気温も氷点下になることは稀です。

上越の「雪」
年間平均気温（平成 28 年）　14.5℃ ▲

こどもセンター、子育てひろば
親子の遊びの場、保護者同士の
交流の場として利用でき、子育て
相談、子育て支援情報の提供も
受けられます。

▲

病児・病後児保育室
生後 3 カ月から小学校 6 年生ま
での児童で、病気の回復期に至っ
ていないまたは回復期の児童を
お預かりします。

▲

子ども医療費助成制度
高校卒業相当年齢の 3 月末日ま
で、子どもの医療費を助成します。

子育て支援

エリアごとの特徴 〜選べる暮らし〜 主要都市からのアクセス

上越市では、次代を担う子どもが健やかに育ち、みんなの笑顔が輝く
まちを目指して、地域や民間企業・団体が一体となって、子育てをさま
ざまな形で支援しています。

▲  詳しくは、子育
て支援サイトで
ご確認ください

じょうえつし
説
図

どんなところ？どんな暮らし？

市街地エリア

山エリア

海エリア

❹ショッピングエリア／謙信公大通り
を中心とした、関川〜国道 18 号間のエ
リアには大型店や専門店が立ち並ぶ。

❶マゼランペンギンの飼育数日本一を
誇る上越市立水族博物館「うみがたり」
が、平成 30 年 6 月にオープン。

❷海辺／海水浴以外にも散歩や釣り、
マリンスポーツを楽しむ人々で年中賑
わう。また、日本海に沈む夕日は絶景。

❸観光地引網／個人ではなかなか経験
できない地引網が楽しめる。獲れた魚
は持ち帰ることができる。

❺現役で営業する映画館では日本最古
級の高田世界館。国の登録有形文化財
や近代化産業遺産に登録されている。

❻高田城跡に造られた高田公園。春は
「日本三大夜桜」のひとつとして知られ
る桜、夏は「東洋一」といわれる蓮が
咲き誇る。

❽信越トレイル／春から秋にかけて美
しいブナ林や眺望、峠の歴史・文化を
楽しめる。

❾収穫祭／市内各地で季節ごとに収穫
祭が開催される。秋には米・野菜の収
穫祭はもちろん、蕎麦まつりも数多い。

❼スキー場：キューピットバレイ／雪
質や景色の良さが抜群の本格スキー場
で、天然温泉や宿泊施設が隣接する。

レジャーや食を求め、地元・県外から多くの人が訪れる上越の海。国際貿易港
のある直江津は、古くから商業港湾としても栄えてきた歴史あるエリアです。

江戸時代に松平忠輝公が築いた城を核に商業・文化の中心地として発展した城
下町・高田は、時代の風薫るレトロスポットが多数。さらに古く、上杉謙信公
のお膝元だった春日山は、現在、市民のショッピングエリアになっています。

通年で大自然を満喫できる山エリア。農家ではなくても自宅の周辺で野菜を育
てている家庭が多く、自分で育てた食べ物を口にできる喜びと安心が得られます。

車重要度 積雪レベル

車重要度 積雪レベル

車重要度 積雪レベル

車重要度 積雪レベル

車重要度 積雪レベル

車重要度 積雪レベル

車重要度 積雪レベル

車重要度 積雪レベル

車重要度 積雪レベル

市街地エリア（高田） 山エリア（大島区）

新潟県上越市
面積　973.81 k㎡
人口　196,987人
世帯　71,015 世帯

（平成 27 年国勢調査）

県内で３番目に
人口が多い

市の中央に流れる関川沿いに開けた平野部を山と海が囲み、暑い夏
から銀世界の冬までダイナミックに季節が変わる上越市。暮らすと分か
る魅力の一端をご紹介します！

上越市ふるさと暮らし支援センター
（上越市自治・地域振興課）
【TEL】 025-526-5111　
【E-mail】 jichi-chiiki@city.joetsu.lg.jp
【所在地】 〒 943-8601 
　　　　 新潟県上越市木田１丁目１番３号
発行／平成 30 年 1 月

移住に関する相談窓口、
この冊子に関するお問い合わせ

上越市はほぼ全域が特別豪雪地帯に指定されていますが、雪の影響で日常生活に
支障が出ることはまずありません。暮らしのそこかしこに、雪国の知恵・助け合いの精神が満ちています。

待機児童数
0人

（平成 29 年 10 月 1 日時点）

子どもと保護者が自由に遊べるこどもセンター



　
豪
雪
地
帯
の
生
活
の
知
恵
・
雁が

ん

木ぎ

通
り
は
上

越
市
の
高
田
が
発
祥
と
い
わ
れ
て
お
り
、
現
在
も

町
家
の
連
な
り
と
共
に
、
総
延
長
日
本
一
（
約
16

㎞
）
の
雁
木
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
社
会
人
１
年

目
か
ら
東
京
で
建
築
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
き
た
打う

ち

田だ

亮り
ょ
う

介す
け

さ
ん
（
北
海
道
出
身
／
32
歳
）
は
、
そ
ん
な

高
田
の
ま
ち
並
み
に
可
能
性
を
感
じ
、
上
越
市

への
移
住
を
決
意
し
た
と
言
い
ま
す
。

　
「
東
京
に
住
ん
で
い
た
の
は
あ
く
ま
で
仕
事
の

都
合
で
、
当
時
は
そ
の
仕
事
や
生
活
を
続
け
て

い
く
こ
と
に
対
し
て
全
く
〝
将
来
〟
を
思
い
描

く
こ
と
が
で
き
ず
に
い
ま
し
た
。
退
職
し
て
『
こ

の
先
、
転
職
か
独
立
か
、
暮
ら
す
場
所
は
ど
こ

が
良
い
の
か
』
と
考
え
て
い
っ
た
時
、
た
ど
り
着

い
た
の
が
〝
地
方
で
独
立
〟
と
い
う
道
で
し
た
」

　
妻
の
千ち

尋ひ
ろ

さ
ん
（
新
潟
県
南
魚
沼
市
出
身
／
31
歳
）

は
「
た
だ
の
転
職
で
は
な
く
移
住
と
言
わ
れ
て
、

最
初
は
戸
惑
い
ま
し
た
」
と
苦
笑
混
じ
り
に
語

り
ま
す
。
し
か
し
そ
の
２
カ
月
後
に
は
、
共
に

物
件
の
下
見
へ
出
掛
け
て
い
た
そ
う
。
３
番
目
に

訪
れ
た
上
越
市
で
、
亮
介
さ
ん
は
高
田
に
魅
せ

ら
れ
る
と
同
時
に「
通
り
に
人
影
が
な
く
て
、も
っ

た
い
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
す
ご
く
大
き
な
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
ま
ち
だ
と
感
じ
た
ん
で
す
」。

　
そ
の
後
、都
内
開
催
の
上
越
市
移
住
セ
ミ
ナ
ー

を
介
し
て
知
り
合
っ
た
上
越
市
の
Ｆ
Ｍ
局
の
方
か

ら
紹
介
を
受
け
、
高
田
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
有

志
に
よ
る
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
加
入
。
移
住

以
前
に
上
越
に
人
脈
が
拓
け
た
こ
の
出
来
事
を
、

亮
介
さ
ん
は
「
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
行
動
す

れ
ば
、
必
要
な
出
会
い
は
向
こ
う
か
ら
や
っ
て
来

て
く
れ
る
も
の
な
ん
で
す
ね
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　
上
越
市
へ
の
引
っ
越
し
を
終
え
た
４
カ
月
後

に
は
、
早
く
も
自
ら
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
手
掛
け

た
「
町
家
Ｃａ
ｆｅ 

Re
：
イ
エ
」
を
開
店
。
ま
た
、

カ
フ
ェ
経
営
と
並
び
、亮
介
さ
ん
は
内
装
の
設
計・

施
工
・
店
舗
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
手
掛
け
る
「
Re
： 

Ｗｏｒ
ｋｓ
」
も
起
業
し
て
い
ま
す
。

　
「
お
客
様
か
ら
『
朝
市
で
買
っ
て
き
た
よ
』
と

野
菜
を
大
量
に
頂
く
こ
と
が
あ
っ
た
り
し
て
、
最

初
は
驚
き
ま
し
た
。上
越
の
人
は〝
あ
げ
た
が
り
〟

な
の
か
な
（
笑
）。
温
か
い
で
す
」
と
亮
介
さ
ん
。

夫
の
望
み
に
応
え
る
形
で
移
住
し
た
千
尋
さ
ん
は

「
や
っ
ぱ
り
、
小
鳥
の
声
で
目
覚
め
る
暮
ら
し
は

爽
や
か
で
嬉
し
く
な
り
ま
す
」
と
微
笑
み
ま
す
。

　

そ
し
て
次
な
る
夢
は
「
そ
ろ
そ
ろ
子
ど
も

が
欲
し
い
ね
」
と
、
こ
こ
上
越
で
の
暮
ら
し
に
、

夫
婦
揃
っ
て
〝
将
来
〟
を
思
い
描
い
て
い
ま
す
。

夫婦で話し合い移住候補地を探訪

〝
地
方
で
独
立
〟の
道
を
選
ん
で

　
た
ど
り
着
い
た
高
田
の
ま
ち

お
話
を
う
か
が
っ
た
人

打
田 

亮
介
さ
ん
・
千
尋
さ
ん 

ご
夫
妻

５
年
の
交
際
を
経
て
、
平
成
26
年
に
結
婚
。

以
後
、
徐
々
に
亮
介
さ
ん
が
夫
婦
・
家
族

の
将
来
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が

移
住
の
き
っ
か
け
で
す
。
平
成
28
年
９
月
、

東
京
都
足
立
区
か
ら
上
越
市
高
田
へ
移
住
。

06

リ

ワ　
ー　
ク　
ス

リ

1月末 9月末10月 7月 5月 3月11月12月 4月8月

自分たちの手で町家をリノベーション

千
尋
さ
ん
退
職

引
っ
越
し
完
了

カ
フ
ェ
工
事
ス
タ
ー
ト

Re
：
イ
エ
O
P
E
N

同
時
に
Re
：
Wor
k
s

を
ス
タ
ー
ト 物

件
下
見
開
始

平成
29年

平成
28年

地
方
で

独
立
し
た
い

わ
か
っ
た
よ
、

や
って
み
よ
う

私
も
手
伝
う
よ

高
田
が
良
い
！

予
定
よ
り

１
カ
月
押
し

え
っ
…

！？
（千）

大
変
で
し
た

仕
事
・生
活
、こ
の
ま
ま
で

良
い
の
か
な
…

（亮）

亮
介
さ
ん
退
職

上
越
市
の
移
住
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

▲

ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー（
東
京・有
楽
町
）

▶

雁
木
町
家
の
保
存
再
生
活
動
に
取
り
組
む

地
元
の
人
々
と
つ
な
が
り
を
持
つ

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
介
し
て
知
り
合
っ
た
方

か
ら
紹
介
を
受
け
、
高
田
の
ま
ち
づ
く
り

活
動
の
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
加
入

〈一般社団法人 雁木のまち再生〉
亮介さんも運営メンバーとして関わっている上越市のまちづくり団体。町家
をカフェやゲストハウスとして再利用したい人や住みたい人へのコンサル
ティング、不動産紹介などのサポートを行っている。
TEL/FAX 025-525-0361　上越市南城町 3-2-18（代表理事／関 由有子さん）

事業所名の「Re：」には、高田のまち並み
や雁木町家の再生への願いが込められてい
る。「僕の取り組みが、このまち全体の再生・
活用への気運向上につながればと願ってい
ます。壊して新しいものを作るだけではなく
て、“古さの魅力”を引き出しながら、地域
の文化や風土を守っていきたい（亮介）」。

Before

After

まちづくりへの取り組み

CASE 02

　
　
現
地
の
人
の

話
を
聞
き
に
行
こ
う

「 

高
田
の
古
い
町
家
と

   

雁
木
の
ま
ち
並
み
は
、

　
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャル
を

　
秘
め
てい
る
と
思
う
ん
で
す
」

ここもチェック！

01 千尋さんは週末を中心にカフェ営業をサポート。スイーツメニューは夫婦共同作業で開発している。「夫
は焼き菓子、私はデコレーション。それぞれ得意なことを担当しています（千尋）」／ 02,03 雁木通りを歩
いて朝市へ。自宅で漬ける野沢菜を購入 ／ 04 町家の造りを見て楽しめるよう、カフェ入口側２階の床を
撤去した。雪国としては細い梁

はり
だが、町家建築はぴったりと並び立つ家同士が互いの支えになっている ／ 

05 不定期で市内外のイベントへも出店している ／ 06 市内 NPO 主催のシンポジウム『雁木が生んだ上越
のくらし』で“実践する若手”として登壇 ／ 07 休日、ご近所同士で親しくなった上越の友人たちと

あ
り
が
と
う
！

高
田
って

ど
ん
な
所
？
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06

05

02

03

07

01


